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調
査
地
点
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
捨
て
場
、た
く
さ
ん
の
柱
穴
、

竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
見
つ
か
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
特
に
大
型
の
柱

穴
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
建
物
が
建

っ
て
い
た
の
か
調
べ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
柱
穴
を
半
分
ず
つ

残
し
、
柱
の
跡
を
確
認
し
な
が
ら

掘
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

柱
穴
の
中
に
は
、
柱
が
腐
ら

ず
に
残
っ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
３
本
発
見

さ
れ
、
う
ち
２
本
を
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

残
っ
て
い
る

柱
も
取
り
上

げ
て
詳
し
く

調
べ
る
予
定

で
す
。
他
に

も
柱
が
見
つ

か
る
可
能
性

が
高
い
た
め
、
注
意
深
く
作
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

９
月
22
日
ま
で
の
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
（
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）
は
発
掘
調
査
、
作
業
の

様
子
を
見
学
で
き
ま
す
。

調
査
を
行
っ
て
い
る
日
の
午

前
10
時
30
分
か
ら
は
、
発
掘
調

査
担
当
者
に
よ
る
「
現
場
ガ
イ

ド
」
も
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
土
・
日
曜
日
、
祝

日
、
８
月
14
〜
18
日
は
発
掘
調

査
を
行
い
ま
せ
ん
が
、
発
掘
現

場
は
見
学
で
き
ま
す
。
ま
た
、

雨
天
等
の
際
は
発
掘
調
査
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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７
月
13
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

青
森
県
立
美
術
館
に
三
内
丸
山

遺
跡
の
出
土
品
の
重
要
文
化
財

が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
展
示
さ
れ
る
の
は
約
80

点
で
、
遺
跡
内
の
低
地
か
ら
出

土
し
た
約
５
５
０
０
年
前
の
針

や
釣
り
針
、
鯨
の
骨
で
作
っ
た
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5
月
22
日
か
ら
9
月
29
日
ま
で
、
遺
跡
の
北
側
で
第
30
次
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
7
月
に
入
り
、
調
査
も
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

（発掘調査区位置図）

青森県立美術館のご案内

開館時間

9：30～17：00

（入館は16：30まで）

ただし、夏期（6/1～9/30）

は9：30～18：00（入館は

17：30まで）

休 館 日

毎月第2、第4月曜日及び12

月27日～31日

常設展の観覧料

一　般 500円

大学生・高校生 300円

小・中学生 100円

（企画展は展覧会ごとに観覧料

が異なります）

アクセス

三内丸山遺跡から徒歩5分

お問い合わせ電話番号
017－783－3000

骨
刀
、
縄
文
ポ
シ
ェ
ッ
ト
な
ど

の
編
み
物
、
ナ
イ
フ
や
石せ
き

鏃ぞ
く

（
石
の
矢
じ
り
）
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
石
器
、
土
器
、
大
型
板
状

土
偶
等
で
す
。
な
お
、
青
森
県

立
郷
土
館
で
の
重
要
文
化
財
の

展
示
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

大型板状土偶（左）と縄文ポシェット（右）

重要文化財の土器



国
が
指
定
し
た
重
要
な
遺
跡

は
「
史
跡
」、
そ
の
中
で
も
特

に
重
要
な
遺
跡
は「
特
別
史
跡
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

全
国
に
は
縄
文
時
代
の
史
跡

が
約
130
遺
跡
あ
り
、
う
ち
６
遺

し
た
が
、
全
員
が
縄
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。

秋
以
降
は
「
レ
プ
リ
カ
作

り
」、「
編
布
あ
ん
ぎ
ん

作
り
」、「
海
の

考
古
学
」、「
編
み
カ
ゴ
作
り
」

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
９
月
上

旬
こ
ろ
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

案
内
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
！

開
催
し
て
い
ま
す
。

特
別
史
跡
三
内
丸
山
遺
跡
の

ほ
か
、
長
ち
ょ
う

七し
ち

谷
地

や

ち

貝
塚
（
八

戸
市
）、
田
小
屋
野

た

ご

や

の

貝
塚
（
つ

が
る
市
）、
二ふ

た

ッつ

森も
り

貝
塚
（
七

戸
町
）、
小こ

牧ま
き

野の

遺
跡
（
青
森

市
）、
是
川
遺
跡
（
八
戸
市
）、

亀か
め

ケが

岡お
か

遺
跡
（
つ
が
る
市
）
の

６
つ
の
史
跡
を
写
真
パ
ネ
ル
で

紹
介
す
る
と
と
も
に
、
小
牧
野

遺
跡
の
出
土
遺
物
も
展
示
し
て

い
ま
す
。

開
催
期
間
は
８
月
20
日（
日
）

ま
で
で
す
。
お
見
逃
し
な
く
。

ま
た
、
７
月
21
日
（
金
）
か

ら
は
、
「
発
掘
ど
う
ぐ
展
」
を

開
催
し
ま
す
。

遺
跡
と
い
え
ば
土
器
や
石

器
・
土
偶
な
ど
が
思
い
浮
か
び

ま
す
が
、
今
回
の
展
示
で
は

「
遺
跡
か
ら
出
て
き
た
も
の
」
で

は
な
く
「
遺
跡
を
掘
り
、
調
べ

る
ど
う
ぐ
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

普
段
は
触
る
機
会
が
な
い
測

量
機
器
類
や
実
際
に
発
掘
現
場

で
使
う
移
植
ベ
ラ
・
一
輪
車
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
現
場
の
「
ど

う
ぐ
」を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

「
え
っ
！
こ
ん
な
の
使
っ
て

る
の
〜
」
と
驚
く
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
下
さ
い
。

遺
跡
内
の
ニ
ワ
ト
コ
が
赤
い

実
を
つ
け
は
じ
め
ま
し
た
。

ニ
ワ
ト
コ
は
縄
文
時
代
に
も

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
遺
跡

か
ら
も
エ
ゾ
ニ
ワ
ト
コ
の
種
子

が
、
ま
と
ま
っ
て
た
く
さ
ん
出

土
し
て
い
ま
す
。
発
酵
し
た
も

の
に
集
ま
る
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
バ

エ
の
仲
間
の
サ
ナ
ギ
な
ど
も
一

緒
に
出
土
し
て
い
る
の
で
、
ニ

ワ
ト
コ
の
お
酒
を
造
っ
て
い
た

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ニ
ワ
ト
コ
を
利
用
し
た
縄
文

の
人
々
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

遺
跡
を
散
策
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

遺
跡
の
ご
案
内

遺
跡
の
開
園
時
間

9
時
〜
19
時
（
4
月
〜
10
月
）

た
だ
し
、
「
遺
跡
内
展
示
室
」
、

「
展
示
遺
構
」
の
公
開
時
間
は
、

9
時
〜
18
時

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
定
時
案
内

1
回
目
は
9
時
15
分
か
ら

そ
の
後
は
10
時
か
ら
1
時
間
ご
と

（
7
月
29
日
〜
8
月
13
日
は
30

分
ご
と
）

交
通
手
段

青
森
市
営
バ
ス

Ｊ
Ｒ
青
森
駅
か
ら
「
免
許
セ
ン
タ

ー
行
き
」、
三
内
丸
山
遺
跡
前
で

下
車
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縄
文
時
代
の
生
活
を
体
験
す

る
「
三
内
丸
山
縄
文
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

６
月
10
日
に
行
わ
れ
た
「
土

器
作
り
１
」
で
は
、
粘
土
こ
ね

や
文
様
を
つ
け
る
縄
作
り
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
何
本
か
の
糸
を

ね
じ
り
あ
わ
せ
て
縄
を
つ
く
る

の
に
苦
労
し
た
参
加
者
も
い
ま

跡
が
青
森
県
内
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
縄
文
時
代
の
特
別
史

跡
は
全
国
に
わ
ず
か
３
遺
跡

で
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
三
内

丸
山
遺
跡
で
す
。

展
示
室
で
は
現
在
、
パ
ネ
ル

展
「
青
森
県
の
縄
文
史
跡
」
を

小牧野遺跡の出土品展示

パネル展のようす

「土器作り１」のようす

平
成
６
年
８
月
に
公
開

を
開
始
し
て
か
ら
の
見
学

者
数
が
、
７
月
７
日
に
450

万
人
に
達
し
ま
し
た
。

縄
文
時
遊
館
で
は
三
内

丸
山
遺
跡
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
さ
ん
ま
る
」

が
出
迎
え
、
盛
大
な
記
念

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
450
万
人
目
の
見
学

者
で
あ
る
横
浜
市
の
高
畠

あ
き
ら
さ
ん
に
は
、
花
束

や
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
高
畠
さ
ん
は
「
と
に

か
く
び
っ
く
り
し
て
い
ま

す
。
青
森
県
に
は
初
め
て

来
た
の
で
、
と
て
も
よ
い

記
念
に
な
り
ま
す
。」
と

喜
び
の
感
想
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。

ニワトコの赤い実がきれいです
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